（2） 平成１１年度 地域別の指標と特徴

伊  豆
・総数は5,281万４千人、シェアは40.0％（宿泊客数68.5％）。

・宿泊客数は1,419万5千人、前年度比31万1千人（2.1％）減少。

3分の2の市町村で前年度を下回る。


・伊豆新世紀創造祭の開幕(H11.12.31)による各種イベント入場者が増加。

・河津桜まつり、熱海梅園梅まつり、下田水仙まつりなど花をテーマとしたイベントが関心を集め、多くの観光客で賑わった。

・中伊豆シダックスワイナリー(中伊豆町)のオープン。

・夏の海水浴客は、天候不順などにより減少（前年度比82.6％）。

富  士
・総数は1,666万5千人、シェアは12.6％（宿泊客数5.2％）。

・宿泊客数は108万6千人、前年度比8万人（6.9％）減少。


・ゲレンデを拡張した日本ランドスキー場（イエティー）（裾野市）や日帰り温泉入浴施設、オートキャンプ場で入場者が増加。

・富士登山は8月のピーク時の天候が悪く大幅に減少（前年度比87.5％）。

・富士山こどもの国（富士市）のオープン。

駿  河
・総数は2,119万3千人、シェアは16.1％（宿泊客数5.6％）。

・宿泊客数は116万人、前年度比8千人（0.7％）減少。


・｢大道芸ワールドカップin静岡｣や｢清水港開港100周年記念事業｣関連イベントは、多数の観光客を集めた。

・駿府匠宿(静岡市)、エスパルスドリームプラザ(清水市)のオープン。

・コンベンション及び音楽・演劇鑑賞として、グランシップ、ツインメッセ等の入場者を新たにカウント。

奥大井
・総数は98万9千人、シェアは0.7％（宿泊客数0.6％）。

・宿泊客数は11万5千人、前年度比3千人（2.5％）減少。


・ふれあいの泉(川根町)やフォーレなかかわね茶茗舘(中川根町)は、引続き入場者が増加している。

西駿河
・総数は1,162万1千人、シェアは8.8％（宿泊客数4.5％）。

・宿泊客数は92万9千人、前年度比5万6千人（5.7％）減少。


・夏の海水浴客は、梅雨明け後の天候不順により減少（前年度比86.2％）。

・音楽・演劇鑑賞として、一部施設の入場者を新たにカウント。

・蓬莱の湯・農産物加工体験施設“やまゆり”(島田市)のオープン。

中東遠
・総数は1,223万7千人、シェアは9.3％（宿泊客数3.4％）。

・宿泊客数は70万人、前年度と比べ3千人（0.4％）増加。


・音楽・演劇鑑賞として、一部施設の入場者を新たにカウント。

・竜洋海洋公園オートキャンプ場、豊田町新造形創造館のオープン。

西  遠
・総数は1,407万1千人、シェアは10.7％（宿泊客数12.0％）。
・宿泊客数は247万8千人で前年度と比べ6万2千人（2.6％）増加。


· コンベンション及び音楽・演劇鑑賞として、アクトシティ、フォルテ等の入場者を新たにカウント。

· 舘山寺ロープウェイのリニューアルと浜名湖オルゴールミュージアム(浜松市)、渚園オートキャンプ場(舞阪町) のオープン。

北  遠
・総数は233万2千人、シェアは1.8％（宿泊客数0.３％）。
・宿泊客数は5万5千人、前年度比1万5千人（21.5％）減少。


・キャンプ場のうちオートキャンプに対応していない施設で減少が見られた。

・トロン温泉(龍山村)のオープン。







